
平成２７年度

市
の
主
な
事
業

こ
こ
で
は
平
成
27
年
度
に
行
う
主
な
事
業
を

４
つ
の
重
点
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

安
全
・
安
心
を
守
る
絆
づ
く
り

◦
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業
重

�

１
，５
５
９
万
円

　

�　
Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世
界
保
健
機
関
） 

が
提
唱
す

る
、
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
国
際
認
証

の
年
度
内
取
得
を
め
ざ
し
ま
す
。

◦
第
２
次
甲
賀
市
総
合
計
画
策
定
事
業
重

�

１
，２
３
０
万
円

　
�　

人
口
減
少
問
題
に
立
ち
向
か
い
、
甲

賀
市
が
元
気
で
活
気
あ
ふ
れ
る
自
治
体

と
し
て
輝
き
つ
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
平
成
29
年
度
を
初
年
度
と
す
る

「
第
２
次
甲
賀
市
総
合
計
画
」
を
策
定

し
ま
す
。

安
全
・
安
心
を
守
る
イ
ン
フ
ラ
整
備

◦（
地
域
防
災
力
向
上
事
業
）�

　
災
害
対
策
事
業
重

�

９
４
８
万
円

　

�　
大
規
模
災
害
に
備
え
、
災
害
用
備
蓄

資
機
材
の
補
充
・
更
新
を
行
う
と
と
も

に
、
防
災
士
資
格
取
得
に
か
か
る
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◦�

甲
賀
市
役
所
庁
舎
整
備
事
業�

（
新
庁
舎
整
備
事
業
）
重

�

７
億
７
，２
７
３
万
円

　

�　
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向
上
と
安

全
・
安
心
の
た
め
の
防
災
機
能
の
強
化
、

重
…
重
点
事
業

組
織
運
営
の
効
率
化
な
ど
を
図
る
た

め
、
新
庁
舎
を
整
備
し
ま
す
。
本
年
度

は
、
平
成
29
年
度
の
完
成
に
向
け
た
新

庁
舎
の
建
設
に
着
手
し
ま
す
。

◦�
甲
賀
市
役
所
庁
舎
整
備
事
業�

（
甲
賀
大
原
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

改
築
事
業
）
重�

�

６
，９
７
９
万
円

◦
市
街
地
整
備
事
業
重

�
３
億
５
，２
６
５
万
円

　

�　
Ｊ
Ｒ
甲
南
駅
周
辺
の
ア
ク
セ
ス
道
路
等

の
整
備
、
貴
生
川
西
内
貴
地
区
等
の
土

地
区
画
整
理
事
業
に
対
す
る
支
援
を
行

い
ま
す
。

◦�

新
町
・
貴
生
川
幹
線
内
貴
橋
改
築

事
業
重

�

６
，４
０
０
万
円

◦
き
め
細
や
か
な
河
川
防
災
協
働
事
業
重

�

７
０
０
万
円

　

�　
各
自
治
会
等
が
施
工
す
る
災
害
未

然
防
止
対
策
工
事（
堆
積
土
砂
等
浚

渫
工
事
） 

に
対
し
支
援
を
行
い
、
安

全
・
安
心
な
居
住
環
境
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

高
齢
者
・
障
が
い
者
等
の�

自
立
や
介
護
へ
の
支
援

◦�

生
涯
現
役
の
健
康
づ
く
り
事
業�

（
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
）
重 

�

７
５
０
万
円

生
涯
を
通
し
た
健
康
づ
く
り
の
充
実

◦
都
市
公
園
施
設
長
寿
命
化
事
業

�

１
億
１
，０
０
０
万
円

元
気
と
安
心
、
み
ん
な
で
守
る
甲
賀
の
暮
ら
し

▲新庁舎　南東側外観イメージ

▲安全なまちづくりに向けて取り組むセーフコミュニティ推進事業

テーマ
①経

験
や
体
験
を
通
し
た
子
ど
も
の
育
成

◦
学
び
の
支
援
事
業�

２
，７
１
９
万
円

教
育
環
境
の
整
備

◦
確
か
な
学
力
育
成
事
業
重�

５
，９
２
０
万
円

　

�　
児
童
の
学
び
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
学
習

番
組
の
作
成
・
提
供
や
、
加
配
教
員
の

配
置
、
情
報
端
末
資
機
材
等
に
よ
る
充

実
し
た
授
業
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
児

童
生
徒
の
学
ぶ
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

子
育
て
の
支
援
や�

体
制
の
整
備
と
保
育
の
充
実

◦�

小
中
学
生
通
院
医
療
費
助
成�

（
子
育
て
応
援
医
療
）
重�

４
０
０
万
円

　

�　
小
学
１
年
生
か
ら
小
学
３
年
生
の
全
て

の
児
童
を
対
象
に
、
通
院
に
か
か
る
医
療

保
険
の
自
己
負
担
額
の
全
額
を
助
成
し
、

子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

雇
用
の
維
持
と
創
出

◦�

住
み
続
け
た
い
ま
ち「
甲
賀
」を
め
ざ
す

経
済
活
性
化
事
業
重�

９
２
０
万
円

　

�　

若
年
層
や
障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象

と
し
た
、
市
内
企
業
と
の
就
職
面
接
会
の

開
催
や
県
外
か
ら
市
内
の
高
校
に
入
学
し

人
や
モ
ノ
の
交
流
促
進

◦�（
仮
称
）甲
賀
北
地
区
工
業
団
地
整
備
事
業
重

�

４
，４
２
６
万
円

◦�

土
山
Ｓ
Ａ
周
辺
地
域
利
活
用
及
び

甲
南
Ｉ
Ｃ
・
Ｐ
Ａ
流
出
経
路
検
討
事
業
重

�

１
，１
０
０
万
円

◦�

名
神
名
阪
連
絡
道
路
整
備
効
果
検
討
事
業
重

�

５
０
０
万
円

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成
支
援

◦
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
重

�

１
，２
３
０
万
円

自
然
環
境
の
保
全
と
共
生

◦
水
ま
わ
り
快
適
生
活
応
援
事
業
重�

�

３
，４
５
２
万
円

地
域
資
源
の
創
造
と
維
持
活
用

◦
あ
い
こ
う
か
岡
山
城
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
重

�

１
，４
２
５
万
円

◦�

こ
う
か
子
ど
も
・
子
育
て
応
援
団
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
重�

２
７
９
万
円

◦
子
育
て
支
援
員
配
置
事
業
重

�

１
，１
５
５
万
円

◦�（
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
）あ
ん
し
ん
＆
す
こ
や
か

保
育
応
援
事
業
重�

１
億
４
，２
１
９
万
円

　

�　
保
育
士
の
増
員
、
私
立
保
育
園
に
対

す
る
増
築
補
助
等
に
よ
り
、
低
年
齢
児

等
の
受
け
入
れ
の
た
め
の
体
制
・
環
境

を
整
え
ま
す
。

た
生
徒
の
生
活
支
援
を
行
い
ま
す
。

地
域
産
業
の
維
持
活
性
化

◦「
来
て
魅
て
甲
賀
」
観
光
誘
客
促
進
事
業
重

�

３
，８
５
０
万
円

◦
捕
獲
か
ら
活
用
へ
「
鳥
獣
害
対
策
事
業
」
重

�

９
，３
２
０
万
円

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
と�

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進

◦�

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
と
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
普
及
支
援
事
業�

５
７
３
万
円

特
別
会
計
・
企
業
会
計
で�

実
施
す
る
事
業

◦�

特
定
健
康
診
査
推
進
事
業（
特
定
健
診

受
診
率
向
上
）�

１
億
１
，１
５
０
万
円

◦
公
共
下
水
道
整
備
事
業

�

８
億
４
，６
２
０
万
円

　

�　
水
口
町
名
坂
北
脇
地
区
、
甲
南
町
池

田
地
区
及
び
信
楽
町
勅
旨
地
先
か
ら
長

野
地
先
に
か
け
て
の
下
水
道
幹
線
工
事

を
実
施
し
ま
す
。

◦�

隠
岐
・
寺
庄
配
水
系
統
整
備
送
水
管

布
設
工
事�

４
，２
６
６
万
円

◦
新
た
な
水
源
確
保
に
向
け
た
調
査
業
務

�
 

３
，５
２
３
万
円

学
び
と
育
ち
、
き
ず
な
が
育
む
甲
賀
の
未
来

創
造
と
交
流
、
進
化
が
生
み
だ
す
甲
賀
の
活
力

魅
力
の
伝
承
、
誇
り
を
伝
え
る
甲
賀
の
宝

テーマ
②

テーマ
③

テーマ
④

▲水口岡山城発掘石垣

▲ JOBフェア合同就職面接会

▲�低年齢児等の受け入れ体制を整える保育
応援事業

4平成 27年 4月15日5 平成 27年 4月15日


